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【申し込み方法】
１.	 本学会ではPeatixアプリによる申込をお願いしています。
２.	 Peatix申込については、参加区分と参加方法（現地またはオンデマンド）、利用サービスなどをご

確認の上、チケット選択（複数選択可）してください。選択内容に応じて、参加費も異なりますの
で、ご注意ください。

３.	 本学会についての連絡はPeatixアプリのメッセージ機能を使用します。通知機能をオンにしPeatix
からログアウトしないようにご注意ください。

４.	 Peatixのコンビニ支払いを選択された場合はチケット販売期限の前日が支払期限となりますので
ご注意ください。（例：2月16日がチケット販売期限で2月15日にチケット購入した場合、2月16日
が支払期限となります）支払が遅れた場合、チケットはキャンセルとなります。

５.	 参加費と登録期間：　（＊参加方法によって、値段が異なりますので、ご注意ください＊）

第29回福岡県作業療法学会
参加申し込みについて

学会HP　http://fukuokaot.com

　現 地 参 加 登 録 期 間 　令和7年12月22日㈪から令和8年2月22日㈰まで

本学会Peatix

６.	 本学会では、託児サービスを下記の通り行います。

７.	 注意事項：メールアドレスは必ず個人のアドレスでお申し込みください。不正受講防止のため、
職場などの共有メールアドレスを使用しないでください。キャリアメールが届かない場合があり
ますので使用しないでください。本学会にて通信料等が発生した場合は、ご自身の負担となりま
すのでご了承ください。

参加費	 ：	福岡県作業療法協会	 会員	 1,000円	
	 	 他県士会OT会員及びPT・ST	 協会会員	 1,000円	
	 	 福岡県作業療法協会	 非会員	 8,000円	
	 	 他職種（医師、看護師など）	 	 3,000円
	 　オンデマンド（県士会のみ）	 	 無料	
	 	 学生	 	 無料	
	 	 託児	 	 1000円	（1名）

　　※会員で、国家資格をもった大学院生の方も会員料金となります。
　　※上記県士会会員で令和7年度会費未納の方は非会員扱いとなります。
　　※オンデマンド参加の方は生涯教育ポイントは付与されません。

日　　時	

▲

令和８年３月１日　９：00〜 18：00	 場　　所

▲

久留米シティプラザ スタジオ１
費　　用	

▲

１日1,000円	 人　　数

▲

先着５名まで 
対象年齢	

▲

満６か月から小学生まで	 申込締切

▲

令和８年２月６日㈮まで　
申込方法	

▲

Peatix（参加資格区分と託児両方の申込し、Peatixのフォーム入力に必要事項を記載下さい）　
キャンセル締切

▲

令和８年２月13日㈮まで　
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　このたび、第29回福岡県作業療法学会を久留米市にあります久留米シティプラザにて開催させ
ていただくことになりました。ご講演いただきます講師の皆様、末次亮平学会長をはじめ、開催
の準備に惜しみなくご尽力をいただきました準備委員の皆様に心から御礼を申しあげます。また
学会参加を予定していただいている皆様へ、心から御礼と歓迎のご挨拶を申しあげます。
　さて、当学会のテーマは「真善美で紡ぐ作業療法の未来」です。「真善美」には、「真理の探求（真）」
「人への誠実さと倫理観（善）」「豊かな感性と創造性（美）」の３つを再確認しながら、これから
の実践や研究の方向性を模索するという想いが込められています。（詳しくは末次学会長のご挨拶
をご参照ください）私たち作業療法士は対象となる子どもや成人、ご高齢の方のQOL( Quality 
of Life :生活の質)の向上とそれぞれの形での社会参加を目指して日々取り組んでいます。その人
の話したご要望がニーズになるのではなく、その人が本当は何を大切に思い、そのように話して
いるのか、いわゆる心の声に耳を傾けて「真」のニーズを把握しようと努めています。また対象
が人である限り、これで良しという100点満点の作業療法は存在しません。常に100点満点に近付
けていく、最「善」の姿勢で支援に臨みます。対象となる方のニーズが満たされたときにその過
程で創造してきたものが作業療法士自身の力となり感性が磨かれていきます。その最高のご褒美
が対象者様の「美」しい笑顔や挑戦している尊い姿を目の当たりにできることです。
　このような経験ができる作業療法について知りたくないですか?どうしたら心の声が聞こえるの
か？何をどう工夫するとニーズに応えられるのか?ニーズを満たされたときの対象者の笑顔とは、
それまでに魅せる変化とはどのようなものなのか?それを今回の学会で発見してみてください。
　改めまして、このように魅力ある企画を実現してくださった準備委員の方々と、本学会の運営
にあたられる皆様へ心から感謝を申しあげますとともに、ご参加される皆様にとりましても実り
ある学会となりますよう、心より祈念しご挨拶とさせていただきます。

公益社団法人　福岡県作業療法協会
会長　  濵本 孝弘

会長挨拶会長挨拶
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　平素より福岡県作業療法学会へのご支援を賜り、心より御礼申し上げます。
　このたび、第29回福岡県作業療法学会を2026年３月１日、久留米シティプラザにて開催いたし
ます。対面での学びと交流が叶うこの機会に、多くの皆さまをお迎えできることを大変嬉しく思っ
ております。
　今回のテーマは「真善美で紡ぐ作業療法の未来」です。社会は今、大きな変化の中にあります。
少子高齢化やライフスタイルの多様化、そして働き方や価値観の変容など、私たち作業療法士を
取り巻く環境も複雑さを増しています。その中で、作業療法の根幹を成す科学的根拠（真）、人や
社会への誠実な関わり（善）、そして人間らしさや創造性を象徴する（美）、この普遍的な3つの視
点から、これからの私たちの在り方を多角的に見つめ直すことを目指し本テーマを掲げました。
　その中で今回、学会運営委員全員で若い世代や子育て世代など、どの立場にあっても参加しや
すく、学びや気づきが得られるように、講演や企画内容に工夫を重ねてきました。具体的には臨床・
研究・家庭・将来のキャリアなど、日々の実践の中で抱える悩みや課題を、同世代の仲間と共有し、
ともに考える企画を設けています。また、家族で参加ができるワークショップや、働き方・キャ
リア形成をテーマにした講演・企画も予定しております。他にも行政や教育の現場など、多様な
フィールドで活躍されている講師の先生にもご登壇いただき、作業療法の可能性についても皆さ
んと考える機会となることを期待しています。
　皆さんの一歩が、作業療法の未来をつくります。本学会が、日々の実践に小さな勇気と希望を
もたらす場となれば幸いです。また、多様な立場やライフステージにある作業療法士の多様な価
値観や経験が交差し、新しいつながりや挑戦が生まれることを心より願っております。
　最後になりましたが、本学会の開催にあたりご支援・ご協力を賜りました関係各位に、心より
感謝申し上げます。

第29回福岡県作業療法学会
学会長　 末次 亮平
社会医療法人シマダ 嶋田病院

学会長挨拶学会長挨拶
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交通・会場案内交通・会場案内

会場アクセス
会 場

▲

久留米シティプラザ　久留米座
住　所

▲

〒830-0031　福岡県久留米市六ツ門町8-1
電　話

▲

0942-36-3082　FAX

▲

0942-36-3086

久留米シティプラザ　久留米座

【鉄道】
◆西鉄久留米駅から徒歩11分、バス5分（西鉄天神大牟田線、特急停車駅）
◆JR久留米駅から徒歩21分、バス14分（鹿児島本線、山陽・九州新幹線、久大本線）

【バス】…「六ツ門・シティプラザ前」バス停最寄り
◆西鉄バス久留米・市内各路線バス
◆福岡空港国内線からリムジンバスで約1時間

【自動車】　◆久留米ICから約15分
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参加者への連絡事項参加者への連絡事項

１.参加申し込み方法　
　・P2『参加申し込みについて』をご参照ください。
２.オンデマンド講演のご案内
　配信期間：学会終了後〜令和８年３月末まで
　　※詳細は各種SNS・学会HPにてご案内します。
　　※参加登録をされた方はこの期間内であればいつでも視聴が可能です。
　視聴方法:
　・"現地参加"で参加登録をされた方には、「学会後オンデマンド講演」のURL(+パスワード)を「第

29回福岡県作業療法学会の名札の裏面」に記載があるので、ご確認の上ご視聴下さい。
　・"オンデマンド参加"で参加登録をされた方には、学会終了後に「学会後オンデマンド講演」の

URL(+パスワード)を後日メールにて送らせていただきます。 
３.服装のご案内
　・本学会では、参加者の皆様に「スマートカジュアル」を推奨しております。
　・具体的な服装についての厳密な規定は設けておりませんが、露出が多いアイテムや、サンダル、デ

ニム、パーカーなど過度にカジュアルな服装はご遠慮ください。
　・動きやすく快適な服装で、学会の雰囲気にふさわしい装いをお選びいただければ幸いです。
　・従来のスーツスタイルにこだわらず、自由でありながらも品位を保ったスタイルでご参加いただく

ことで、学会参加がより快適で充実したものになることを期待しております。
　・「スマートカジュアル」の詳細は、SNSやインターネットにてご確認ください。
４.飲食について
　・久留米座（３階）内での飲食は原則禁止となっております。展示室（２階）にて飲食スペースを準

備しております。ご自由にご活用ください。
　・発生したごみは原則お持ち帰りください。ご協力、宜しくお願い致します。
５.その他
　・令和７年度の日本作業療法士協会の会費が納入済み、また福岡県にて勤務されている作業療法士に

つきましては福岡県作業療法協会に会費納入が必要です。
６.本学会参加により取得できるポイントについて 
　・現地参加登録のみ日本作業療法士協会 基礎研修ポイント(2ポイント)が付与されます。

【お問い合わせ連絡先】　
第29回福岡県作業療法学会実行委員会 運営局　 Mail: 29.f.ot.uneibu@fukuokaot.com

第29回福岡県作業療法学会に関わる抄録ならびに発表や講演、
Web視聴で掲載される講演データ(スライド・画像・動画)に関して、
ビデオ撮影・ 録音・写真撮影(スクリーンショットを含む)を行うこ
と、Web 上(SNSを含む)に公開することは固く禁じます。

参加に際しての参加に際しての
注意事項注意事項
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演者への連絡事項演者への連絡事項

1.発表データ・演題受付
　・口述発表の方は PC プレゼンテーションのデータをデータ入りの USB フラッシュメモリー等に入

れて学会当日にご持参ください 。
　　※データが読み込めない場合は抄録ベースの発表となります。
　・当日は 9:15 ～ 9 :50 の間に久留米シティプラザの「発表者専用窓口」で受付をしてください。
　 ・上記の時間内に受付できない方は、学会事務局まで必ず事前にご連絡ください。
2.発表形式
　1）口述発表
　・演者は、当該セッションの 5 分前までに次演者席に待機してください。
　・発表時間 7 分、質疑応答 3 分で、PC プレゼンテーションとなります。
　・発表終了 1 分前と発表終了時にお知らせいたします。
　・発表時間の厳守にご協力をお願いいたします。  
　・次演者は、前演者の発表と同時に次演者席にお着き下さい。
　・発表資料は、Windows 版 Microsoft Power Point2003,2007,2010,2013,2016,2019 で使用で

きるファイル形式で作成をお願いします(詳細は応募者へご連絡いたします)。
　・スライドのサイズは、ワイド画面(16:9)で作成してください。 OS 標準フォントをご使用ください。
　　【日本語】MS ゴシック、MSP ゴシック、MS 明朝、MSP 明朝、メイリオ、游ゴシック、游明朝
	 【英 語】Times New Roman,Arial,Arial Black,Arial Narrow,Century,Century Gothic,
	 　　　　Courier,Courier ,New,Georgia 
	 ※Mac の Osaka フォントは文字ずれ・文字化けする場合がありますので注意してください。  
	 ・動画を使用した発表も可能とします。
	 ・発表に関しましては事前に動作確認をさせて頂くことになりますのでご了承ください。
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　２）ポスター発表
　・ポスターは指定した枠内(縦 120cm×横 90cm)に収まる

よう作成してください(A3 版用紙横８枚が目安です)。
　・演題名、所属、氏名は本文とは別に指定した枠内(縦 

20cm×横 70cm)に収まるよう発表者で作成してくださ
い(図参照)。

　・演題番号は学会準備委員会で作成します。
　・ポスター受付後、会場の指定場所と時間を確認の上、掲示

時間内にご自身でポスターの掲示・撤去をお願いします。
　・所定の時間の開始10分前までに各自のポスター前で待機

してください。
　・座長や発表時間は設けておりません。指定時間にポスター

前に待機していただき、質問等への対応をお願いいたしま
す。

３.倫理的事項について
　・発表に際しまして、倫理面や患者様・介護者等の人権、個人情報の保護に十分ご配慮ください。特

にプライバシーや人体に影響を与える発表に関しては、対象者に説明と同意を得たことを本文中に
明記してください。なお、演者の所属する機関の倫理委員会で承認された研究である場合はその旨
を抄録中に明記してください。

　・また、当学会では演題抄録を登録する時と発表時に、発表演題に関連する企業等との利益相反 (COI)
の有無および状態について申告することを義務付けております。学会ホームページ上の「利益相反
(COI)」に関する事項及びサンプルスライドをご確認のうえ、発表する時に必ずCOIに関するスラ
イドを提示してください。

4.その他
　・発表者は学会参加ポイント（２ポイント）に加え、発表者ポイントが付与されます。
　・やむを得ない事情の場合は代理での発表を許可しますが、代理発表の場合は発表者ポイントは付与

されません。
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優秀演題・優秀演題・
ベストビギナー賞についてベストビギナー賞について

表彰の目的
　本表彰の目的は、学会発表における優秀演題やベストビギナー賞を通じて、発表者が今後の学会発表
に向けた意欲を高めること、および福岡における作業療法の学術的な発展を促進することにあります。

優秀演題について
1. 選出方法
　口述発表およびポスター発表において、査読の結果から５～６演題をノミネートし、学会長，運営委
員により最優秀演題賞，優秀演題賞（口述１名、ポスター１名）、学会長賞、特別活動賞を１名ずつ選
出しています。
2. 表彰方法
　優秀演題に選ばれた発表者は学会閉会式にて表彰され、賞状が授与されます。

ベストビギナー賞について
1.ビギナー発表とは
　本学会では、若手の発表推進の取り組みとして、臨床経験年数が３年目以下で、学会発表経験が１回
以下の方を目安に「ビギナー発表」の枠組みを設けています（ただし明確な基準ではありませんので、
あくまで目安としてご参照ください）。ビギナー発表については、当日アナウンスや学会誌にてその旨
を周知し、発表者の経験に配慮した建設的な質問や意見が交わされる場としています。なお、ビギナー
発表は査読結果を優遇するものではないことをご了承ください。
2.ベストビギナー賞の選出方法
　優秀演題にノミネートされていないビギナー発表演題の中で、査読点数の結果を考慮し、上位５名の
ビギナー発表から１演題を選出します。
　※上位５名の方は発表分類一覧に「★」マークを記載しています。
3. 投票方法
　当日 Google フォームにて投票いたします。
4. 表彰方法
　学会閉会式にてベストビギナー賞受賞者１名に賞状を授与します。 
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第29回 第29回 
　タイムスケジュール　タイムスケジュール

3F 4F 2F
久留米座 中会議室③ 中会議室② 中会議室① 小会議室③ 小会議室② 小会議室① スタジオ① 展示室

9:10 受付開始
9:20 託児室

9：00～
18：00

ポスター掲示
9：10～10：009:30

9:40
9:50
10:00 開会式

世界でひとつ
だけの作品を
つくろう！
ボンドアート
創作ワーク
ショップ

10：00～16：30

HONDA
ドライビング
シミュレータ

10:00～16：30

自由観覧
10：00〜14：10

保健福祉部
生活行為工夫
事業展

10:00～15：00

福祉機器展示

10：00～16：30

こころの
かたち展

10：00～16：30

10:10

基調講演
技術を活かしたヘ
ルスケア産業にお
けるキャリア

竹林崇先生　
10：10～11：40

10:20
10:30
10:40
10:50
11:00

子育て×OT
ほっと（HOT）
ひと息
茶話会

～Harmony of OT～

11：00～12：30

11:10
11:20
11:30
11:40
11:50

教育講演①
宮崎における自動
車運転支援の現在
地・医療・地域・制
度の架け橋として
のリハ職の役割

岩切良太先生
11：50～13：20

教育講演②
行政における作
業療法士の役割
～こども家庭セ
ンターでの活動
を通して～

生駒英長先生
11：50～13：20

口述発表
（5演題）
セッションⅠ
認知障害

11：50～12：50

12:00
12:10
12:20
12:30
12:40
12:50
13:00

口述発表
（5演題）
セッションⅡ
管理運営、地域

13：00～14：00
学生参加企画

作業療法士の
そこまで言っ
て委員会!!

13：00～15：00

13:10
13:20
13:30

教育講演③
学校作業療法の
実践と展望

塩津裕康先生
13：30～15：00

教育講演④
今やるべきコミュ
ニケーションとは
～相互理解の深め

かた～

山口美和先生
13：30～15：00

13:40
13:50
14:00

U-29

14:00～16：30

14:10
口述発表
（6演題）
セッションⅢ
高齢期

14：10～15：10

ポスター発表
セッションⅠ
脳血管（13）

14：10～15：10

14:20
14:30
14:40
14:50
15:00
15:10
15:20

市民公開講座
個性と能力を発揮
できる認知リハビ
リテーション

田平隆行先生
15：20～16：50

口述発表
（5演題)
セッションⅣ
運動器、MTDLP

15：20～16：20

口述発表
（5演題）
セッションⅤ
脳血管

15：20～16：20

ポスター発表
セッションⅡ
運動器（4）、教育（3）
認知障害（5）、精神（1）
高齢期（1）

15：20～16：20

15:30
15:40
15:50
16:00
16:10
16:20
16:30 口述発表

（3演題）
セッションⅥ
がん、精神

16：30～17：10

口述発表
（3演題）
セッションⅦ
内科・呼吸器、発達
16：30～17：10

ポスター撤収
16：30～17：10

16:40
16:50 自動車運転企画

16：50～17：1017:00
17:10 表彰式・閉会式

17：10～17：3017:20
17:30
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講　　演

第29回 福岡県作業療法学会



講　　演

第29回 福岡県作業療法学会



行政における作業療法士の役割
　～こども家庭センターでの活動を通して～

基調講演
作業療法士の知識と技術を活かした
　ヘルスケア産業におけるキャリア

講　師

▲

生駒 英長　
所　属

▲

大川市 子ども未来課（大川市子育て支援総合施設「モッカランド」）課付係長兼
　　　　児童発達支援員／こども家庭センタ― 統括支援員
司　会

▲

久村 悠祐
所　属

▲

社会医療法人　雪の聖母会　聖マリア病院 　福岡県作業療法協会理事

講　師

▲

岩切 良太　
所　属

▲

日南市立中部病院　リハビリテーションセンター主任技師
司　会

▲

國武 亜由美
所　属

▲
公立八女総合病院 科長

教育講演②

教育講演①

講演タイトル一覧講演タイトル一覧

「宮崎における自動車運転支援の現在地-医療・
　地域・制度の架け橋としてのリハ職の役割」

講　師

▲

塩津 裕康　
所　属

▲

名古屋市立大学医学部保健医療学科リハビリテーション学専攻・講師
司　会

▲

上田 祐二
所　属

▲

医療法人社団 慶仁会 川﨑病院　副主任

教育講演③ 学校作業療法の実践と展望

講　師

▲

竹林 崇　
所　属

▲

大阪公立大学医学部リハビリテーション学科　教授
司　会

▲

末次 亮平
所　属

▲

社会医療法人シマダ 嶋田病院 主任
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講　師

▲

山口 美和　
所　属

▲

バリアフリー倶楽部 代表
司　会

▲

松本 信雄
所　属

▲

医療法人社団　緑風会水戸病院　精神科デイケア長　福岡県作業療法協会理事

教育講演④
「今やるべきコミュニケーションとは」
　～相互理解の深めかた～

講　師

▲

田平 隆行
所　属

▲

鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専攻　教授
司　会

▲

松葉 幸典
所　属

▲

医療法人祥風会 甘木病院　主任

市民公開講座
個性と能力を発揮できる
　認知症リハビリテーション
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〈略歴〉
平成15年	 川崎医療福祉大学医療福祉学部　卒業
平成15年	 兵庫医科大学病院リハビリテーション

部入職
平成23年	 大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学　入学
平成25年	 大阪府立大学大学院総合リハビリテー

ション学　修了
平成25年	 兵庫医科大学医科学先行高次神経制御

系リハビリテーション科学入学
平成28年	 平成15年　兵庫医科大学病院リハビリ

テーション部退職
平成28年	 吉備国際大学保険福祉学部入職
平成30年	 兵庫医科大学医科学先行高次神経制御

系リハビリテーション科学修了
平成30年	 吉備国際大学保険福祉学部退職
平成30年	 大阪府立大学地域保健学域総合リハビ

リテーション学類　准教授　入職
令和２年	 大阪府立大学地域保健学域総合リハビ

リテーション学類　教授　
令和４年	 大阪公立大学医学部リハビリテーショ

ン学科 教授　（現職）

　近年、ヘルスケア産業は医療・福祉の枠を超え、
予防、生活支援、地域共生社会の構築など多面的な
展開を見せている。その中で作業療法士は、臨床現
場で培った知識と技術を活かし、国民の生活、そし
て産業界における新しい価値創出に貢献できる存
在であるかもしれない。本講演では、演者が自らの
研究や臨床、そして産学連携の経験をもとに、作業
療法士が果たすべき役割と水平展開してきたキャ
リアについて触れていく。リハビリロボット、企業
連携、さらには科学的根拠を発信し、その知識や技
術を自費リハ運営といった社会実装へつなげるプ
ロセスを紹介し、OTの専門性が持つ「生活に根ざ
す視点」がヘルスケア産業全体にどのように活かさ
れるかを論じる。

Pr
ofi
le

作業療法士の知識と技術を活かした
ヘルスケア産業におけるキャリア基調講演

竹林 崇 Takebayashi Takashi

プロフィール 講演内容

大阪公立大学医学部リハビリテーション学科　教授
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略歴：（学歴）
2007年３月 九州保健福祉大学保健科学部作業療法

学科卒業 
2015年３月 九州保健福祉大学(通信制)大学院保健

科学研究科修士課程卒業 
2023年３月 東京都立大学大学院博士後期課程人間

健康科学研究科単位取得後満期退学 
（職歴）

2007年４月 医療法人三晴会 金丸脳神経外科病院 
2014年３月 慈英病院 
2015年12月 医療法人ハートピア 細見クリニック 

重度認知症デイケアかなりあ 
2015年１月 日南市立中部病院 診療課 リハビリ

テーションセンター 現在に至る
（その他活動）委員歴 
2022年５月…	現在　宮崎県作業療法士会, 副会長 

理事（自動車運転） 
2023年４月…	現在　日本運転リハビリプロジェク

ト, チームリーダー コアメンバー
2023年８月…	現在　宮崎県, オレンジチューター 
2023年８月…	現在　九州ドライビングプロジェク

ト, 副リーダー 
2023年12月…	現在　宮崎県認知症アドバイザー 
2025年２月…	現在　日南市在宅医療介護連携推進

委員会, 委員 
2025年３月…	現在　運転と作業療法学会, 正会員 
2025年４月…	現在　日南市 串間市, 日南串間市障

害者認定区分審査会第一合議体議長 
2025年５月…	現在　串間市医療介護在宅連携協議

体, 串間市医療介護連携協議体委員
他

書籍： （著書）
・2025 年4月 臨床作業療法NOVA「ようこそ地域
作業療法へ」編著

・2023 年3月 臨床作業療法認知作業療法と生活支

プロフィール

日南市立中部病院 診療課 リハビリテーションセンター　主任Pr
ofi
le

岩切 良太 Iwakiri Ryouta

教育講演
１

　地方都市において少子高齢化を始め、地域におけ
る交通や移動、自動車運転における支援や連携は必
要不可欠となっています。一方で高齢者における自
動車事故も多発しており、リスクと生活の両輪に視
点をおいてかかわらなければなりません。
　自動車運転支援は医師の指示のもと実施される
もので、作業療法士以外の他職種との連携が重要で
す。現在の自動車運転支援は運転の再開支援にとど
まらず、免許返納後の支援も重要視されてきていま
す。それらの中で作業療法士の関与が進んできてい
る点として、作業療法士は「作業（occupational）」
という観点から、運転を移動手段／活動参加の手段
と捉えて支援する立場にあります。日本作業療法士
協会でも「自動車運転も日常生活における移動手段
のひとつとして大変重要な『作業』であり、作業療
法士はその支援に関わっている」とされています。 
作業療法士は、「移動支援」において、単に身体機
能を高めるだけではなく、その人が自分らしい生活
を送るために、移動という“作業”をどう実現する

講演内容

「宮崎における自動車運転支援の現在地-医療・
地域・制度の架け橋としてのリハ職の役割」

援事例 株式会社青海社 　
　　他

（論文）
・認知症患者への対応とその視点—認知症の人の生
活と作業療法 ; 作業療法による生活支 援の実際 ; 
医療施設での生活支援の展開 岩切 良太 臨床作業
療法nova 20(1) 132-136 2023 年 査読有り招
待有り

・Association between attentional function 
and bl ink-suppressed pinch st rength 
Yoshihiro TANIKAWA, So MIYAHARA, 
K u n i a k i  N AGA I ,  R y o t a  IWAK I R I 
International Journal of Medical Science and 
Clinical Invention 11(9) 7249-7256 2024 年9
月 査読有り 　他
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かを支援する専門職であるとも考えます。さらに運
転免許返納後の移動支援において、本人の「移動し
たいというニーズ」を生活の視点からとらえ、代替
手段を見つけ出し、その人らしい生活を続けられる
よう支援する重要な役割を担います。高齢者や障害
をもつ人にとって、運転は単なる移動手段ではなく、 
買い物・通院・交流・役割（仕事や家族送迎など）
を維持する手段です。免許返納は「自由の喪失」や「社
会的孤立」につながる恐れがあるからこそ、返納後
の「移動手段の再構築」は 生活機能支援の一部で
あり重要なことです。
　また、地域レベルでも、宮崎県作業療法士会が「運
転支援事業」を立ち上げ、高齢者・高次脳機能障が
い者の運転支援（実車評価を含む）や、医療・福祉
関係者の育成研修を実施しています。 
　医療・福祉・地域の連携の流れとしては、宮崎県
の「高齢者保健福祉計画」などでは、医療・福祉・
地域（在宅）をつなぐ体制整備が明記されており、
リハビリテーション専門職（理学療法士・作業療法
士等）の確保・資質向上も掲げられています。
　つまり、運転支援というテーマも「病院・リハビ
リ→退院・在宅・地域移動支援」という流れの中で
位置づけられており、OTがこの“橋渡し”的機能
を担う期待があると考えられます。
　今回は、認知症支援や地域支援も専門にする演者
が宮崎における取り組みを課題と未来の展望を踏ま
え講演させていただきます。
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大川市　子ども未来課（大川市子育て支援総合施設「モッカランド」）
課付係長兼児童発達支援員
こども家庭センタ―　統括支援員

〈略歴〉
・福岡国際医療福祉学院 作業療法学科卒業
・国際医療福祉大学大学院 医療福祉学研究科 保健
医療学専攻 作業療法学分野 修士課程修了

・沖縄肢体不自由児協会　沖縄小児発達支援セン
ター（現沖縄中部療育センター）

・福岡市立心身障がい福祉センター　肢体不自由
児部門

・医療法人　ながら医院
・有限会社　いきいきリハビリケア　いきいき稲
富デイサービスセンター

・大川市役所　子ども未来課　大川市子育て支援
センター

〈書籍〉
・即実践パーキンソン病教室-ちょっとした工夫で
今日から使える-（分担）

Pr
ofi
le

教育講演
２

生駒 英長 Ikoma Hidenaga

プロフィール

　一般的に“行政で働いている作業療法士”と聞く
いて思いつくのは、国立・公立病院や保健所、市町
村の介護福祉課や障害福祉課などで仕事している
イメージを持たれる方が多いのではないかと思い
ます。
　現在、私は大川市の子ども未来課に所属し、大川
市子育て支援総合施設（以下、モッカランド）にて、
相談部門を統括する課付係長兼児童発達支援員と
して勤務しています。また、モッカランドには「こ
ども家庭センター」の機能も備わっているため、統
括支援員としての役割も担っています。
　こども家庭センターは、2024年4月施行の改正
児童福祉法に基づき、市町村での設置が努力義務と
された施設です。少子化や核家族化によって子育て
環境が大きく変化する中で、児童虐待やヤングケ

講演内容

行政における作業療法士の役割
　～こども家庭センターでの活動を通して～

アラーの増加といった深刻な課題が顕在化していま
す。こうした状況を踏まえ、従来の支援体制を見直
し、より包括的な支援を行う拠点として設置されま
した。「ども家庭センターには、「子育て世代包括支
援センター」と「子ども家庭総合支援拠点」の機能
が統合されており、母子保健と児童福祉の連携が強
化されています。その目的は、妊娠期から出産後に
かけて安心して子育を行うための支援、虐待の予防、
子育て困難家庭の支援まで切れ目のない幅広い対応
を実現することです。いわゆるポピュレーションア
プローチ（地域全体への支援）とハイリスクアプロー
チ（特に支援が必要な家庭への対応） を両立させる
仕組みとになっています。
　こうした社会的ニーズに応えるため、ケースに合
わせたきめ細かな支援を行うためのサポートプラン
を作成し、そのうえで地域資源との連携を図り、子
育て世帯を包括的に支えていくことを目指していま
す。
　今回、こども家庭センターの役割を中心に、作業
療法士として行政の現場で私がどのように業務に取
り組んでいるのかについて、お話ししたいと思いま
す。
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名古屋市立大学医学部保健医療学科リハビリテーション学専攻・講師

〈略歴〉
　2008年に作業療法士免許取得後、2015年に川
崎医療福祉大学大学院医療技術学研究科にて博士
（リハビリテーション学）を取得。日本人で初めて
International Cognitive Approaches Network 
(ICAN)から認定を受け、2020年に認定CO-OP
セラピスト、2022年に認定CO-OPインストラク
ターとなった。また、ICANのCommunications 
Committeeのメンバーを務めている。
〈社会貢献〉
・	NPO法人はびりす　Habilis Lab.所長
・	名古屋市教育委員会　特別支援教育アドバイ
ザー

・	大阪府教育庁高等学校支援教育力充実事業専門
家チーム　構成員

・	日本作業療法士協会　制度対策部部員
・	社会作業療法士協会　常任理事　等
〈書籍〉
・	子どもと作戦会議 CO-OPアプローチ入門（クリ
エイツかもがわ）2021.

・	子どもと作業中心の実践OCP 作業療法ガイド
ブック（クリエイツかもがわ）2023.

・	子どもの「できた！」を支援するCO-OPアプロー
チ（金子書房）2023.

・	すべての小中学校に「学校作業療法室」飛騨市の
挑戦が未来を照らす（クリエイツかもがわ）2024.　
等

　アメリカ作業療法士協会（AOTA）が実施した
2023年の作業療法士（OT）の職場調査によれば、
病院勤務のOTが全体の22％であったのに対し、「早
期介入」および「学校作業療法」に従事するOTは
25％を占めており、作業療法の実践の場が医療機

Pr
ofi
le

塩津 裕康 Shiozu Hiroyasu

プロフィール

教育講演
３

講演内容

学校作業療法の実践と展望

関から地域へと移行しつつある現状が明らかとなっ
ている（AOTA, 2023）。この変化は、社会的ニー
ズの高まりを反映するとともに、作業療法士自身が
「活動」や「参加」への支援に一層重点を置くよう
になってきていることにも起因していると考えられ
る。
　筆者らも、岐阜県飛騨市において地域社会にお
ける作業療法の実践に取り組んでおり（塩津ら, 
2024）、その中でも「学校作業療法」の実装につい
て紹介したい。本取り組みは、作業療法士単独では
成立せず、教育・保健医療・行政の三者が連携して
初めて可能となる、インクルーシブ教育システムの
構築を目指すものである。本実践においては、支援
のコアテクニックとして〈Cognitive Orientation 
to daily Occupational Performance（CO-OP）
アプローチ〉を、支援提供モデルとして〈Partnering 
for Change（P4C）〉を採用し、スクールワイドの
支援体制を展開した。その結果、一定の成果が確認
されている。
　現在、筆者らはこの取り組みを多地域へと展開し
ていくため、新たなプロジェクトを立ち上げている。
その中核となるのは、（1）支援技術の体系化、（2）
支援者を育成する教育システムの開発、（3）支援
の質を担保するためのICTシステムの開発、の三点
である。加えて、自治体間での知見と経験の共有を
可能とする場を設けることも重要であり、その一環
として、各地域の実践知を集約するコンソーシアム
の設立を計画している。これら今後の展望について、
その一端をご紹介できればと思う。

＊これらの取り組みは、JSPS研究費23K02581「小
学校におけるCO-OPを基盤とした教諭と作業療
法士の協働モデルの構築」およびJST・RISTEX
「SDGsの達成に向けた共創的研究開発プログラ
ム（SOLVE for SDGs）」の助成を受けたもので
ある。
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バリアフリー倶楽部　代表

〈略歴〉
　1990年、高知医療学院理学療法学科卒業、理学
療法士国家資格取得。静岡県厚生連中伊豆温泉病
院勤務ののち渡英し、THE HATCH CAMPHILL 
COMMUNITY（ルドルフ・シュタイナーの施設）
にてボランティア活動と自給自足生活を体験。帰国
後は東京都内で地域リハビリテーションに従事す
る。2001年からの学校法人片柳学園 日本工学院専
門学校勤務を得て、2008年、「バリアフリー倶楽部」
を設立。医療者のコミュニケーション教育に関する
活動を始める。2010年、立教大学大学院博士前期課
程修了（異文化コミュニケーション修士）。
　現在は３つの大学で医療者を目指す学生の養成
教育に携わる一方で、研修会、講演会、執筆活動など
を行いながら訪問リハビリテーション活動を行っ
ている。

〈著書〉
◆『PT・OT・STのための これで安心 コミュニ
ケーション実践ガイド』(医学書院)

◆『異文化コミュニケーション辞典』共著（春風社）
◆『のんばーばるコミュニケーションの花束』共著
（パレード出版）
◆『がんリハビリテーション心理学』共著（医歯薬
出版）

　「あなたには、コミュニケーションをあきらめた
経験がありますか？」
　この問いに、「ない」と答える人はいないのでは
ないでしょうか。誰しも、伝えようとしたが伝えら
れなかった、あるいは、聴くつもりだったのに時間
がなくてできなかった、といった経験があるのでは
ないかと思います。そしてその後、「ああ、あの時
確認していればなあ～」「きちんと聴いておけばよ
かった」などと後悔した記憶があるかもしれませ
ん。
　とりわけ、コロナ禍を経験した私たちは、あきら
めざるを得なかったコミュニケーションを数多く
経験しました。一方で、あきらめることから身につ
いた方法（習慣）が、自分のコミュニケーション
スタイルに影響を与えていることはないでしょう
か？
　私たちがお互いわかり合うためには、コミュニ
ケーションをあきらめないことが必要です。あなた
には、今、あきらめているコミュニケーションはあ
りませんか？
　本講演では、自分のコミュニケーションスタイル
に影響を及ぼしている「正当な理由（言い訳）」に
焦点を当てます。そして「ケアリング」という概念
を用いて、自分が医療者として対象者と共に成長す
ることを目的とした関係づくりについて一緒に考
えていきます。
　本学会のテーマ「真善美で紡ぐ作業療法の未来」
を踏まえて、心豊かに生きていくために理想とする
自分の新たなコミュニケーションスタイルを、あき
らめずに見つけてください。

Pr
ofi
le 山口 美和 Yamaguchi Miwa

プロフィール 講演内容

教育講演
４

「今やるべきコミュニケーションとは」
　　～相互理解の深めかた～
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鹿児島大学医学部保健学科作業療法学専攻　教授Pr
ofi
le 田平 隆行 Tabira Takayuki

個性と能力を発揮できる
　認知症リハビリテーション

〈略歴〉
1993年	長崎北病院リハビリテーション科
2001年	国際医療福祉大学保健学部作業療法学科
2004年	長崎大学医学部保健学科
2007年	長崎大学大学院医歯薬学総合研究科保健

学専攻
2011年	西九州大学リハビリテーション学部
2016年	現職

プロフィール
　2023年認知症基本法「認知症の人を含めた国民
一人一人がその個性と能力を十分に発揮し、相互
に人格と個性を尊重しつつ支え合いながら共生す
る活力ある社会（＝共生社会）の実現」（古い認知
症観から新しい認知症観へ）を基に、2024年基本
計画が進められている。 「個性と能力を発揮できる
支援」は作業療法の得意とする考え方である。当
事者の価値観や生活史、興味、役割から「大切な活
動」を引き出し、手続き記憶や感情記憶のような残
存能力を活用して、その活動に関わり、満足度や遂
行度を高める支援が重要である。その目標志向型支
援の手法として工程分析や難易度調整、活動日記等
がある。一方、個人にとって大切な活動は、地域性
や年齢、性別、重症度、疾患特性などによって共通
性も見いだせる。例えば、鹿児島県垂水市の大切な
活動調査では、社会活動としては墓参りを、趣味活
動としては園芸を重要とする高齢者が多く、その活
動への満足度の高さは記憶力や精神的健康に寄与
することが分かってきた（Hidaka 2025, Akaida 
2024）。また、認知症になっても日常生活等に残存
能力を活かすことができる。例えば、重度な認知症
高齢者においても調理の「食材加工」や洗濯の「干
す・たたむ」は比較的残存しており、役割の一つと
して活用できる可能性を示した（Tabira, 2022）。
そして、日常生活の困難さがみられる部分において
は、ラベリングなどのわかりやすい環境調整や家族
介護者への介護教育支援によって認知機能は変化
なくても日常生活の自立度が高まることを明らか
にした（田平, 2021）。このように、日常活動を含
め本人が大切とする活動を詳しく分析し、支援する
ことは、住み慣れた地域で暮らし続けられる一助と
なる。認知症の方が個性と有する認知機能・身体機
能を最大限に活かした支援をしていきたい。

講演内容

市民公開講座
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日時・場所

アクセス

市民公開講座 会場について

日　　時：令和８年３月１日㈰	 講演時間：15:20 ～ 16:50
受付時間：14:30 ～	 	 	 入場開始：15:10 ～
会　　場：久留米シティプラザ　久留米座

住所：	〒830-0031　福岡県久留米市六ツ門町8-1
電話：0942-36-3082 ／ FAX：0942-36-3086

久留米シティプラザ　久留米座

【鉄道】
　◆西鉄久留米駅から徒歩11分、バス5分（西鉄天神大牟田線、特急停車駅）
　◆JR久留米駅から徒歩21分、バス14分（鹿児島本線、山陽・九州新幹線、久大本線）

【バス】…「六ツ門・シティプラザ前」バス停最寄り
　◆西鉄バス久留米・市内各路線バス
　◆福岡空港国内線からリムジンバスで約1時間

【自動車】　◆久留米ICから約15分
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企画・イベント紹介企画・イベント紹介
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企画・イベント紹介企画・イベント紹介
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企画・イベント紹介企画・イベント紹介
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口述発表分類

第29回 福岡県作業療法学会



セッションⅠセッションⅠ〈認知障害〉〈認知障害〉　　座長：濵本 孝弘座長：濵本 孝弘
（社会福祉法人 慈愛会 医療福祉センター聖ヨゼフ園部長 福岡県作業療法協会代表理事）（社会福祉法人 慈愛会 医療福祉センター聖ヨゼフ園部長 福岡県作業療法協会代表理事）

セッションⅡセッションⅡ〈管理運営、地域〉　〈管理運営、地域〉　座長：籾井 剛士座長：籾井 剛士
（医療法人 夢結副理事長 福岡県作業療法協会副会長）（医療法人 夢結副理事長 福岡県作業療法協会副会長）

01 統覚型視覚失認を呈した患者に対する独居支援の一例
　　～視覚情報の意味付け困難に着目して～

医療法人相生会 福岡みらい病院／峰藤 里帆
02 反復性マーキングを認めた重度左半側空間無視の２症例

　　～回復過程における個別性の検討～
社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルスケアセンター／吉瀬 陽

03 重度認知症患者の活動の質向上へのアプローチ　
　　～小集団レクリエーションの可能性～

飯塚記念病院／久保 星弥
04 漢字の失読失書に対し構成的な手掛かりを使用し、

読書ができるようになった急性期事例
麻生飯塚病院／小野 優花

05 大腿骨骨折後のせん妄・BPSDに対し、音楽療法と回想法が有効であった一症例

社会医療法人青洲会 介護老人保健施設 青洲の里／藤村 俊宏

06 医療従事者におけるストレスチェック結果とワーク・エンゲイジメントの関連性
　　～横断的調査による検討～

新吉塚病院／劉 濤
07 高齢者の利用を想定したサッカースタジアムの物理的環境評価の実践

　　～高齢者とスタジアムに付き添う家族の視点～
令和健康科学大学／永井 邦明

08 地域在住高齢者への作業療法の啓発と作業活動の意味への
気づきを促すプログラム実践の経験

産業医科大学病院／辻野 千尋
09 脊椎術後における低髄液圧症候群を考慮した離床判定の運用実態と安全管理の一考察

医療法人共仁会 福岡脊椎クリニック／谷岩 溫郎
10 地域包括ケア病棟における業務の効率化とトリアージの必要性について

社会保険 稲築病院／本荘 康太郎

口述発表分類口述発表分類

11:50-12:50 久留米シティプラザ4階 中会議室②

13:00-14:00 久留米シティプラザ4階 中会議室②

ビギナー

ビギナー

ビギナー

特別活動賞

優秀演題賞

★
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セッションⅢセッションⅢ〈高齢期〉　〈高齢期〉　座長：田中 聡座長：田中 聡
                                         （㈱リライブ代表取締役 福岡県作業療法協会副会長）                                         （㈱リライブ代表取締役 福岡県作業療法協会副会長）

セッションⅣセッションⅣ〈運動器、MTDLP〉　〈運動器、MTDLP〉　座長：手嶋 雄太座長：手嶋 雄太
（NPO法人良創夢 嘉麻良創夢デイサービスセンターセンター長 福岡県作業療法協会理事）（NPO法人良創夢 嘉麻良創夢デイサービスセンターセンター長 福岡県作業療法協会理事）　　

11 人間作業モデルとバリデーションを活用した生活の再構築
　　～生活の広がりを得られた終末期認知症の事例～

公益財団法人健和会 戸畑けんわ病院／松尾 綾子
12 介助依存の強い閉じこもり傾向のうつ病利用者がデイサービス利用を機に

行動範囲拡大に繋がった一例
青洲の華デイサービス／川嶋 宏子

13 高齢者における人間作業モデルを活用した動機づけ支援の実践
　－地域包括ケア病棟における作業参加促進を試みた一例からの考察－

医療法人社団 慶仁会 川﨑病院 リハビリテーション科／大畑 寿希
14 目標設定と多職種協働支援により自宅退所に至った事例

　　～前向きな姿勢を取り戻すために～
医療法人社団 慶仁会 ビハーラ光風／大畑 優貴

15 安全管理、施設転倒予防取り組んだ結果報告
　　～クリップセンサーの転倒事故発生減少にむけて～

久留米総合病院附属介護老人保健施設／中村 拓也
16 「ときどき入院、ほぼ在宅」を支えるリハビリ教育入院の有用性

　　～脳卒中後遺症を有する高齢者の一例～
福岡医療団 たたらリハビリテーション病院／作本 珠唯

17 カナダ作業遂行測定を用いて目標を共有した症例
　　－化膿性屈筋腱炎を呈する症例を通し学んだこと－

北九州病院機構 北九州市立医療センター／谷川 凌平
18 自己効力感の低下と悲観的発言を克服し、箸の再獲得を目指した一例

医療法人相生会 福岡みらい病院／桑原 美幸
19 患者教育と動作練習を併用した人工股関節置換術後の作業療法：一事例報告

福岡リハビリテーション病院／津嶋 花
20 明確な目標設定により急性期から自宅退院へつながった中心性頚髄損傷の事例

健和会大手町病院／後藤 由美子
21 地域包括ケア病棟におけるMTDLPを活用した生活行為目標の実現支援

　　―調理活動を再開した変形性膝関節症患者の1症例―
久留米リハビリテーション病院／井上 亜優美

14:10-15:10 久留米シティプラザ4階 中会議室②

15:20-16:20 久留米シティプラザ4階 中会議室②

ビギナー

ビギナー★
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セッションⅤセッションⅤ〈脳血管〉　〈脳血管〉　座長：前田 亮介座長：前田 亮介
（社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルケアセンター室長）（社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルケアセンター室長）

セッションⅥセッションⅥ〈がん、精神〉　〈がん、精神〉　座長：田中 康平座長：田中 康平
　　　　　　　　　　　　　　　（株式会社JIN代表取締役 福岡県作業療法協会理事）　　　　　　　　　　　　　　　（株式会社JIN代表取締役 福岡県作業療法協会理事）

セッションⅦセッションⅦ〈内科・呼吸器、発達〉　〈内科・呼吸器、発達〉　座長：松尾 雅宣座長：松尾 雅宣
　　　　　　（社会医療法人 水光会 宗像水光会総合病院主任 福岡県作業療法協会理事）　　　　　　（社会医療法人 水光会 宗像水光会総合病院主任 福岡県作業療法協会理事）

22 早期よりトイレ動作獲得に向け介入し，自宅退院に繋がった一例
　　～視覚障害と脳梗塞による後遺症の併発～

新吉塚病院／宮﨑 光成
23 当院回復期病棟における高次脳機能障害を呈した患者の復職状況の実態調査

医療法人相生会 福岡みらい病院／斉藤 智愛
24 随意運動介助型電気刺激装置を段階的に使用した介入により感覚性運動失調の改善が得られた

視床出血患者の一例
社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院／田中 誠大

25 被殻出血を呈した事例に対する精神面に配慮した段階的作業療法
　　～本人らしい生活を意識した家族支援～

医療法人社団 慶仁会 川﨑病院 リハビリテーション科／牟田 崇太郎
26 感覚障害を伴う麻痺手に対し個別自助スプーンの作製により食事動作が獲得できた症例

医療法人相生会 福岡みらい病院／吉田 栞

27 人工呼吸器離脱後から多職種と協働する事で円滑な退院支援に繋がった一例
　　～自己実現欲求に着目した関わり～

北九州市立病院機構 北九州市立医療センター／吉川 聖人
28 急性期病棟に入院中の終末期患者に対しCOPMを用いて趣味活動の再獲得に至った一例

社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院／大坪 貴斗
29 非定型精神病患者と家族への不安軽減に向けた作業療法介入

　　－個別心理教育とクライシスプラン作成を通して－
飯塚記念病院／竹谷 綾

30 COPD患者に対する作業活動の導入が訓練参加意欲および心理的側面に及ぼした影響：実践報告

健和会大手町病院 リハビリテーション部／磯貝 翔平
31 放課後等デイサービスの児童を対象とした運動遊びの効果

　　～不器用さへのアプローチ～
医療法人泌尿器科皮膚科 上野医院 子ども未来サポートルームEL ／加藤 優弥

32 食べる力を守り、誤嚥性肺炎を防いだ支援
　　～作業療法士の根拠あるかかわりの実践～

医療法人 広川病院／服部 綾子

15:20-16:20 久留米シティプラザ4階 中会議室③

16:30-17:10 久留米シティプラザ4階 中会議室③

16:30-17:10 久留米シティプラザ4階 中会議室②

学会長賞

ビギナー

ビギナー★
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上田元紀
　演題取り下げ
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セッションⅠセッションⅠ（脳血管）（脳血管）

ポスター発表分類ポスター発表分類
セッションⅠ　時間　14:10-15:10

場所　久留米シティプラザ2階 展示室

01 高度急性期にアプローチを工夫した両側性出血性梗塞の一例
　　～多様な高次脳機能障害に着目して～

福岡青洲会病院／佐藤 快斗
02 『上肢機能リハ専門外来』立ち上げに向けた実践報告

　　〜ギター再開に向けて作業遂行評価と課題指向型訓練を用いた
　　　脳卒中患者に対する３ヶ月の外来リハ〜

福岡リハビリテーション病院／田代 徹
03 急性期脳卒中片麻痺患者に対し上肢機能に合わせセルフケアから復職訓練へと

段階的に介入したことで麻痺手の参加拡大に加え心理的側面にも変化が起きた一例
公益財団法人健和会 大手町病院／藤波 司穏

04 高次脳機能障害を持つ高齢男性に対して家族指導を通して
自宅退居を目指した一症例

社会医療法人青洲会 介護老人保健施設 青洲の里／服部 真那
05 視床出血後に高次脳機能障害を呈した症例の職場復帰に向けたアプローチ

戸畑リハビリテーション病院／新貝 紗也香
06 左下肢切断を既往に有する脳梗塞患者の自宅退院を目指した作業療法の一例

医療法人相生会 福岡みらい病院／木下 雄太
07 急性期ラクナ梗塞患者におけるADOC活用による復職支援の一症例

社会医療法人共愛会 戸畑共立病院／松本 侑也
08 現実的な短期目標設定への参加を促すことが意欲向上に繋がった

脳腫瘍術後患者の一例
公立学校共済組合九州中央病院／辻生 祐紀恵

09 急性期脳卒中患者における食事動作再獲得に向けた阻害因子の検討

小倉記念病院／一ノ瀬 拓朗
10 「高次脳機能障害を有する患者に対する家族指導の経験」

社会医療法人シマダ 嶋田病院／岩村 宇能
11 急性期脳卒中患者に対する上肢活動量計測とその臨床的意義の検討

社会医療法人天神会 矢取クリニック 通所リハビリテーション／池田 隆太
12 片麻痺患者が行う上肢・手指運動課題に対する、運動イメージと

課題の構成要素の関連性について
八女リハビリ病院／平岡 凌大

ビギナー

ビギナー

ビギナー

ビギナー

ビギナー

優秀演題賞
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セッションⅡセッションⅡ（運動器）（運動器）

セッションⅡセッションⅡ（認知障害）（認知障害）

14 母指CM関節症に対する母指CM関節固定術後の作業療法の経験

医療法人社団慶仁会 川﨑病院 リハビリテーション科／山口 舞華
15 演題取り下げ

16 両側橈骨遠位端骨折患者へのアプローチ　
　　～「不安」を軽減させ職場復帰に至った症例～

医療法人社団 慶仁会 川﨑病院 リハビリテーション科／松原光
17 肩関節の可動域と骨盤・体幹のアライメントの関係について

八女リハビリ病院／髙山 晴生

18 本人が望む作業に基づいた段階的な目標設定により行動変容につながった
高次脳機能障害と失語症を呈した脳梗塞の一症例

医療法人かぶとやま会 久留米リハビリテーション病院／中野 遥
19 重度認知症の既往を有する左前頭葉皮質下出血患者に対する段階的な食事動作支援の実践

社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルスケアセンター／松延 勇志
20 失行症状を併発した認知症高齢者における在宅復帰の成功事例 

　　―自宅環境への再適応プロセスに必要な治療・環境・連携とその効果―
介護老人保健施設サンファミリー／川田 隆士

21 高次脳機能障害に対して、“自分史”を活用したストーリーテリングと
ストーリーメイキングを促し、ADL課題への取り組みが可能となった事例

福岡リハビリテーション病院／鬼塚 美里
22 非利き手を活用し食事動作の自立と摂取量の安定を目指した実践報告

　　－廃用性の疼痛と関節可動域制限を呈した1例－
医療法人かぶとやま会 久留米リハビリテーション病院／猿渡 直也

セッションⅡ　時間　15:20-16:20

13 不安を抱えた脳卒中患者に対しての介入〜患者との関わりを通して

医療法人高邦会 柳川リハビリテーション病院／山田 一典

ビギナー

ビギナー

ビギナー

ビギナー

★

★
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ポスター発表分類ポスター発表分類

セッションⅡセッションⅡ（MTDLP）（MTDLP）

セッションⅡセッションⅡ（精神）（精神）

セッションⅡセッションⅡ（高齢期）（高齢期）

セッションⅡセッションⅡ（教育）（教育）

25 回復期リハビリテーション病棟にてBPSDが改善し自宅退院へ繋がった症例
　　～生活行為向上マネジメントを用いて～

医療法人西福岡桜十字 桜十字大手門病院／原　駿介

26 MTDLPを使用し課題、合意目標を設定し退院へと繋がったアルコール依存症患者
　　～断酒への苦渋と趣味の畑作業ができる喜び～

医療法人祥風会 甘木病院／井手 崇晃

27 身体拘束解除に向けたリハビリテーション科での取り組み
　～垣根を超えた多職種連携を行うために～ 

公立八女総合病院 リハビリテーション科／佐藤 良亮

23 当院の段階的継続教育についての報告
　　～意欲向上をもたらした教育の実践～

公立八女総合病院 リハビリテーション科／松尾 圭介
24 中高生における作業療法の「楽しさ」「やりがい」への認識と魅力要因の分析

　　～福岡県内におけるアンケート調査から～
令和健康科学大学／太田 研吾

ビギナー

ビギナー

最優秀演題賞
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第29回福岡県作業療法学会　実行委員
四役 学会長 末 次 亮 平　 社会医療法人シマダ嶋田病院

副学会長 國　武 亜由美 公立八女総合病院
実行委員長 松 葉 幸 典 医療法人祥風会 甘木病院
副実行委員長 久 村 悠 祐 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院

事務局 事務局長 村 田 宜 啓 医療法人社団 高邦会 高木病院
事務局長補佐 田 辺 慎 一 公益社団法人 福岡県作業療法協会

運営局 運営局長 山　田 雄太郎 医療法人 三井会 神代病院
部員 松 尾 圭 介 公立八女総合病院

横 田 浩 輝 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院
藤 田 知 志 医療法人 原鶴温泉病院
宮 村 和 寿 社会医療法人 天神会 古賀病院21
山 下 和 希 医療法人社団 慶仁会 川﨑病院

学術局 学術局長 上 田 祐 二 医療法人社団 慶仁会 川﨑病院
部員 高 山 翔 平 久留米リハビリテーション学院

田 中 誠 大 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院
松　石　　　治 医療法人社団 高邦会 高木病院
高 野 健 司 リハビリ特化型デイサービス カラー

広報局 広報局長 高　 山 　　 晧 株式会社 コスモ デイサービスこすも
部員 吉 村 将 太 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリアヘルスケアセンター

福 田 佳 世 社会医療法人 雪の聖母会 聖マリア病院
加　藤　正太郎 医療法人社団 慶仁会 川﨑病院

企画局 企画局長 長　　　彰　純 株式会社トライアルベネフィット
部員 古 賀 洋 平 介護老人保健施設 アルファ俊聖

熊 脇 章 子 医療法人松岡会 松岡病院
大 村 洋 介 医療法人いきいきリハビリクリニック
出利葉　亮　介 済生会 日田病院
大 畑 寿 希 医療法人社団 慶仁会 川﨑病院
江 口 智 則 特別養護老人ホーム若久シニアヴィレッジ
山 田 幸 輝 みさき病院
溝 上 菜 月 社会医療法人 天神会 新古賀リハビリテーション病院みらい

福岡県
作業療法協会
学術部

理事 松 本 信 雄 緑風会水戸病院
部員 上 田 元 紀 北九州市立八幡病院

下 門 範 子 北九州総合病院
鎌 田 陽 之 鎌田医院

筑後ブロック 理事 轟 木 健 市 帝京大学
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　お待たせいたしました。いよいよ第29回福岡県作業療法学会の学会誌を皆さまにお
届けできる日を迎えました。ここまで支えてくださった多くの方々に感謝を申し上げ
ます。実行委員一同、心を込めて一つひとつのページを丁寧に作り上げてまいりました。
本誌が皆さまの毎日の実践や新たな気づきにつながることを願っています。

　今回の学会テーマにある「真善美」には、学会長の熱い想いが込められています。
その言葉の深さに、実行委員一同も心を動かされました。私自身、この言葉に作業療
法のもつ優しさと柔軟さを強く感じています。
　さて、本学会では、対面形式とオンデマンド配信を組み合わせ、多くの方々にテー
マに即した作業療法の魅力をお伝えします。1日にぎゅっと詰まった内容で、どなたに
も楽しんでいただけるプログラムをご用意しました。学びや出会いを通して、皆さま
と共に作業療法の未来を見つめていけたらうれしいです。
　どうぞ本学会をゆっくりとお楽しみください。

第29回福岡県作業療法学会　副学会長   國 武  亜 由 美
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